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第（１２）回（八代）地域審議会会議録 

開催日時 平成 21年 6月 25日（木） 14：10～15：15 

開催場所  八代市千丁公民館大集会室 

■ 出席委員 会 長 一川 誠一 委 員 久保田 健嗣 委 員 吉田 明子 副会長 山中 タミ子 〃 篠原 經士 〃 米田 常男 委 員 大林 凌 〃 徳田 武治   〃 草部 史考 〃 橋本 由美子   

■ 欠席委員 委 員 松浦 ゆかり 委 員 福岡 大造   

■ 出席職員 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

企画振興部長 永原 辰秋 地域振興課長補佐 澤田 宗順 

企画振興部次長 米田 健二 地域振興課主査 村上 修一 

地域振興課長 松本 浩 地域振興課主事 橋本 理恵 

地域振興課審議員 坂口 孝幸   

■ その他の出席 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

    

■ 傍聴者 0名 

■ 協議事項 

１、企画振興部長挨拶 

２、地域審議会の正副会長の選出について 

３、議題 

①地域審議会運営要領について 

②その他諮問機関への参加について 

③八代地域の現状と課題について 
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■ 議事録 

（事務局） 

第１部の合同会議はお疲れ様でした。引き続き、第２部、第１２回八代地域

審議会を開催いたします。会場設営の都合によりまして、皆様にはお待ちいた

だき、ご迷惑をお掛けしました。この場を借りてお詫びを申し上げます。 

さて、この八代地域審議会につきましては、地域審議会の設置に関する事項

の第７条第３項により、委員の２分の１以上の出席を必要としますが、本日は

10 名出席頂いておりますので、審議会は成立いたしますことをご報告いたしま

す。それでは、次第にそって、会議を進めさせていただきます。 

 では、はじめに、企画振興部長の永原が皆様にご挨拶を申し上げます。 

（企画振興部長） 

皆さんこんにちは。各委員におかれましては、第３期の第１回目、通じて第

１２回目となりますが、ご参加いただきましてありがとうございます。今回か

ら 12 名の委員ということになりまして、新たに 5 名の方にご参加いただきまし

た。八代市も合併しまして 4 年が経ちますが、私たちの新しい市をどうやって

作っていくかと試行錯誤しながらやってきたわけでございますが、この間、皆

さん方には多方面にわたりまして、ご意見をいただきありがとうございました。

まだまだ、課題はたくさんありますが、皆様のお力をお借りしまして、一つひ

とつ解決に繋がっていければと考えております。 

地域審議会につきましては、第１部でも説明がありましたが公式のルートと

して、市長へ意見を述べることができますので、地域審議会の持つ役割という

ものは非常に大きいと思っております。委員の皆さま方におきましては、合併

後の八代地域の課題、問題点、さらには、将来の八代地域について、建設的な

ご審議、ご意見等が出されますようお願いをしまして、開催の挨拶といたしま

す。どうぞ、宜しくお願いします。 

（事務局） 

ありがとうございました。続きまして、本日の出席者を紹介いたします。た

だいま挨拶いたしました企画振興部長の永原でございます。 

それでは次に、八代地域審議会の事務局を担当します企画振興部地域振興課

の職員を紹介いたします。資料２ページの下段をご覧ください。 

※地域振興課職員紹介 

それでは、協議に入ります前に、今後、地域審議会を運営するうえで、あら

かじめ会長及び副会長を決めて頂く必要がありますが、初めての委員さんもい

らっしゃいますので、それぞれ自己紹介をお願いしたいと思います。資料の２

ページに皆さんの名簿がありますのでご覧ください。 

※各委員自己紹介 
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ありがとうございました。本日は 2 名の方が欠席になっております。それで

は、地域審議会の設置に関する事項の第６条第１項には、「審議会に会長、副会

長を置き、委員の互選によりこれを定める。」となっています。会長、副会長の

選任について、いかがいたしましょうか。どなたかご推薦いただけないでしょ

うか。 

（委 員） 

事務局一任お願いします。 

（事務局） 

 ただ今、事務局一任という声が上がっておりますが、いかがでしょうか。 

 ※了 承 

 それでは、事務局に了承ということでしたので、腹案がありましたら、宜し

くお願いします。 

（事務局） 

特に推薦がないようですので、事務局としましては、これまでの経緯もござ

いますし、第２期に引き続いて、会長に「一川」委員さん、副会長に「山中」

委員さんを推薦したいと思います。いかがでしょうか。  

※了 承 

（事務局） 

 それでは、ご了承いただきましたので、会長、副会長には席のご移動をお願

いします。 

それでは、会長よりご挨拶をお願いいたします。 

（会 長） 

 私も 40 年商売をやっていますが、こんなに厳しいことは見たことがありませ

ん。いろんな分野の方と話をしますけども、すべての分野で、とにかく厳しい

という話を聞くたびに頭痛がします。昨日もいろんな方と話をしましたが、先

ずは、会社を守るということで日夜、努力をしていることころです。これはベ

テランの方が多いので何も言いませんけども、やはり限られた時間の中で、い

かに自分たちが住んでいる八代市を良くするかという答申をしたり、重要な役

割もございますので、皆さんの貴重な意見を聞きながら、自分の会社にも、そ

して地域にも役立てて行きたいと考えております。宜しくお願いします。 

（副会長） 

 副会長を仰せつかりました山中でございます。会長をサポートしていきたい

と思います。どうぞ、宜しくお願いします。 

（事務局） 

 早速、協議事項に入っていきたいと思いますが、地域審議会の設置に関する

事項の第７条第４項に「審議会の議長は、会長が務めるものとする。」と規定し
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てありますので、これから先は、会長に会議を進めて頂きたいと思います。ど

うぞ、よろしくお願いします。 

（会 長） 

 それでは、時間もありませんので、早速議題に入りたいと思います。「地域審

議会の運営要領について」、事務局より説明をお願いします。 

（事務局） 

地域審議会の役割につきましたは、合同会議の中でご説明をさせて頂いたと

ころですが、審議会をスムーズに進行するために、地域審議会の運営要領を定

めておりますのでご説明をさせて頂きます。 

第１２回八代地域審議会式次第の５ページ、資料１をご覧頂きたいと思いま

す。第２条で会議録の調製等を記載しておりますが、審議会の議事は会議録と

して記録され、会議録は一般の縦覧に供するものとされています。 

会議録の記載事項につきましては、次の第３条で記載しておりますが、会議

録でございますので、当然（７）の議事の経過及び委員の皆様の発言内容等に

つきましても記録されることとなります。ご理解を頂きたいと思います。 

なお、審議会は原則公開としておりますので、傍聴に関する規定等につきまし

て、第４条以降に記載をしているところです。当たり前のことを記載しており

ますので、後でご一読いただければと思います。簡単に言いますと、この審議

会は公開であるということと、記録として保存するということ、また、記録に

ついては、一般の縦覧に供するということになります。簡単ではございますが、

地域審議会運営要領の説明とさせていただきます。 

（会 長） 

 ただいまの事務局からの審議会の運営要領について説明がありましたが、何

かありましたら、質問を受けたいと思いますがいかがでしょうか。 

特にないようでしたら、この運営要領は、地域審議会をスムーズに進行する

ために基本的な事項として取りまとめてあるものだと思います。今後、この運

営要領に従って審議会を進めていきたいと思います。 

それでは、（２）その他の諮問機関への参加について、事務局より説明をお願

いします。 

（事務局） 

その他の諮問機関への参加でございますが、昨年度までの第２期の地域審議

会委員の皆様の中から委員を代表して、２つの委員、１つは八代市介護保険事

業計画等策定・評価審議会委員、もう１つは、八代市立保育所民営化等検討委

員会委員の就任を頂いていたところでございます。また、委員になられた方は

大変なご苦労があったと聞いております。心よりお礼申し上げます。 

今年度から地域審議会が第３期となりますが、委員の皆様から、この２つの
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委員会への参画をお願いしたいと思っているところです。 

よろしくお願い致します。 

（会 長） 

ただいまの説明では、市長の諮問機関として、「八代市介護保険事業計画等策

定・評価審議会」、「八代市立保育所民営化等検討委員会」という２つの諮問機

関に、地域住民の代表である地域審議会委員の中からそれぞれの委員会に参画

していただきたいというお願いであります。 

 八代地域の場合は両会議とも、第２期より経験をして参画されている委員さ

んがいらっしゃいますので、よろしければ引き続き、委員をお願いいただけな

いかと考えていますが、如何でしょうか。 

（事務局） 

 介護保険の策定審議会につきましては、ご欠席ですけども、一方の保育所民

営化等検討委員会についてはご出席いただいております。 

（会 長） 

 急に行っても、今までの流れやこれまでの説明が必要となるので、なかなか

難しいと思います。そいうことから引き続き宜しくお願いいたします。 

 他に事務局からありませんでしょうか。 

（事務局） 

 一部の方で、地域福祉計画策定委員会等につきまして、障がい福祉課長より

計画等についての説明と地域審議会委員からの選任についてのお願いがあった

かと思います。正式にはまだ依頼はあっておりませんが、今後そのような各種

諮問機関への委員の依頼が今後の出てくると思います。その都度、地域審議会

委員さんへお願いをしていきますと、結果的にご迷惑をおかけすることがある

かと思いますので、選任につきましては、会長・副会長へご相談をさせていた

だきまして、選任をお願いしたいと思います。その点については、ご理解とご

協力をお願いいたします。 

（会 長） 

 我々へ事務局から要望ということですけども、私と副会長で相談をして皆さ

ん方に個別にお願いをするということになると思いますけどもよろしいでしょ

うか。 

 ※了 承 

 どうぞ宜しくお願いします。 

 それでは、議題（３）八代地域の現状と課題について、事務局より説明をお

願いします。 

（事務局） 

 ご説明します。第一部で地域審議会の役割について、簡単ではありましたが、
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ご説明をさせて頂いたところです。地域審議会につきましては、地域住民を代

表して、公式のルートとして市長へ意見を述べることができますので、審議会

の役割として、八代地域の現状と課題の中からテーマを導き出し、協議頂き、

その対応策などについて、この審議会としての意見を取りまとめて頂きたいと

考えているところですが、ご協議願いたいと思います。 

（会 長） 

 ただいま事務局から説明がありましたが、この地域審議会の役割として、地

域の現状と課題の中からテーマを導き出し、協議し、その対応策などについて、

この地域審議会としての意見を取りまとめ、市長に対し意見を述べよう、と言

うことであったかと思います。 

急に言われても、とおっしゃる方もいらっしゃると思いますが、説明内容の

確認でも結構ですし、この地域の課題としてこういうものが考えられるとか、

特に始めて参加をされる方もいらっしゃいますので、何でも結構ですが、いろ

いろな意見を出していただきたいと思います。 

何か事務局からないでしょうか。 

（事務局） 

 どちらかというと第 1 期は諮問事項として 2 件の答申をいただきました。市

長の挨拶にもありましたけども、総合計画基本構想についての意見、それから、

住民自治によるまちづくりに関する地域審議会からの提言ということ２つの答

申をいただきました。そのあとは、他の地域審議会でいろんな意見を述べる機

会が必要ではないかということがございました。ここ八代地域は広いものです

から、八代市地域全般を捉えてその中でテーマを絞るというのは非常に難しい

ものがあり、何をしたらいいのかという意見もあろうかと思います。というこ

とで、本来の姿に戻るといいますか、市長に対し、旧八代地域でこうあるべき

だということを決めて、「地域審議会でこのような課題に対し、対応していった

らどうか」ということを協議していただいて、意見と取りまとめてご提案をし

ていただくことがあってもいいのかなと考えております。 

 諮問機関と申しましても、合併して 4 年が経ちますが、地域審議会の役割と

いうものが減ってきております。ということで、諮問がないと会議をしないと

いうことではいけませんので、やはり意見を伝えていくという役割もあります

ので、今回の地域審議会の方で現状や課題を出していただき、その中でテーマ

を絞り込んでいこうと。そして何回かやっていくうちに、この会として意見を

まとめるということも必要ではないかなと思いまして、今回議題として出させ

ていただいたということです。ということで、皆さんから、このような現状が

あるのではないかとか、こういう課題もあるよねということがあれば、出して

いただきたいと思います。ただ、意見を出したからといって、1 回で結論が出る
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わけでもありませんので、先ずはざっくばらんに、考えていることを口に出し

ていただけたらと思います。 

（会 長） 

 なんでもいいそうです、どうぞ。 

（委 員） 

 先ほど 1 部のときに、地域福祉計画ということについてのご説明がありまし

た。地域の自治力を高めるということが目的だろうと思いますけども、やはり、

住んでいる自分たちの地域というものは、みんなでいろいろやろうとしても、

何でも人に頼ってしまうことがあろうかと思います。そうしたときに、組織が

どうなっているかということが一番問題になるのではないかと思いますけど

も、お話をいろいろ聞きますと、公民館にいる市の主事さんたちを全部引き上

げるというようなお話がありまして、公民館主事さんが行っている仕事をその

地域の方にお任せをしますというようなお話を聞きましたけども、実際はどう

なっているのでしょうか。市の行政が担当としてやる仕事と自治組織としてや

るすみ分けと申しますか、どういったことになっているのか、計画の中ではど

ういうふうにしているのかをお答えいただきたいと思います。 

（部 長） 

 公民館主事はどうなるのかというお尋ねだったかと思います。今、公民館主

事を引き上げるということは具体的に決まっておりません。今後、住民自治を

進めていこうということで、皆さん方からいろんなご意見を頂戴しながら、市

の支援策を模索をしています。その中で、住民の皆さんに何でもかんでも押し

付けるということではありません。我々市の職員として何ができるのか、ある

いは、住民の皆さんと、どのように役割を分担していくのかと、その中で公民

館主事はそのままでよいのかということを議論している最中でございます。で

すから、今のまま各公民館に貼り付けるべきなのかを含めて議論をしています。

公民館主事がやっているのは、教育委員会の担務として公民館活動の支援をし

たりとか、もう一つは、社会教育活動をやっています。その辺の役割をこのま

までいいのか、もしかしたら将来的には、公民館活動というのは、地元に根ざ

したものですから、地元の皆さんで役割が分担ができればですね、皆さん方に

移して、変わりに社会教育という仕事はたくさんあるわけですね、そっちの方

を公民館主事がやっていくとかですね、そういったものを現在、探していると

いうことです。まだ、住民の皆さんにやってもらう自治というものが確定して

いませんので、そこが固まって、それを行政が支援する形で、公民館主事の扱

いをどうするのか。今は教育委員会の職員なのです。もしかすると市長部局の

職員にするという案も出てくると思いますね。市役所全体を応援するという形

で貼り付けることもあるでしょうし、そのようなことを現在、模索をしている
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最中です。ですから、今すぐ公民館主事を引き上げるというところまでは至っ

ていません。 

（委 員） 

 ただ今、公民館主事さんの話がございましたが、公民館には出張所が一緒に

なっているところもあります。行政の立場から言いますと、一方は、生涯学習

課の職員いて、片方は、市長部局の生活安全課ですが、地域住民にとっては同

じ市役所の職員なのですが、役割分担が縦の系列がどうだろうかと懸念をして

います。この点については、委員さん方の意見を聞いてみたいと思います。 

 公民館には本来なら社会教育主事と公民館主事と 2 つあるわけですが、とこ

ろが、市では社会教育主事と公民館主事の区分けの概念がないわけです。これ

から先のことが問題になりますけども、こういった社会の流れから行きますと、

経費削減ということになりますと、職員の削減というものが出てきます。そう

すると合理化の名のもとに各地域に根ざしたことを担当される行政職員が減ら

されることが懸念されます。だから、そこをどう捉えていくかということも課

題ではないかと思っております。 

 はっきり言いますと、本庁職員の方に重点が多くおかれて、多くの職員をお

かれて、各出先機関、地域の方の職員は引き上げられるということを地域住民

の方は懸念しているのではなかろうかと思っております。ですから、本来なら

ば、本庁関係の職員の方の削減をやって、そして、地域、出先機関の職員の組

織拡大というものが必要ではなかろうかと私は思っております。 

（部 長） 

 確かにおっしゃるように、大きな課題であると思っております。日本全国各

地で行財政改革を進めており、本市も進めています。八代市の職員の削減は 250

名削減をするということは決まっています。すでに 150 名を減らしました。こ

れは団塊の世代の皆さんが一気に辞めていかれましたので、あとは補充を少な

くして 150 人減らすことができましたが、ここから 100 人を減らすということ

は至難の業なのです。仕事は非常に増えています。国の仕事、県の仕事がどん

どん市の方に下りてきておりまして、職員が減っている中で仕事が増えていま

すので、これをどのようにこなして行くのか、それは効率化です。うまく仕事

を効率的にやっていかないと回らないのです。それともう一つは、今まで行政

が担ってきたものが、すべて行政でやっていかなければならないものだったか

どうかを考え直してくれということで、これは、我々だけが考えるのではなく

て、市民の皆さんも是非、一緒になって考えてくださいということです。自分

たちでやった方が早くできるとか、お金もかからないという部分はあると思う

のです。そういうものを出し合いながら、無駄な部分の職員を減らして行った

り、それが本庁の職員なのか、出先の職員なのかは、今から探していかなけれ
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ばならないと思います。だから出先の職員をすべて削減していくという考え方

ではなくて、行政の全体の中で見ていかないといけないということです。今は

行革を進めていく中で、民間でできることは民間でやりなさいということで、

昨年、社会福祉施設を民間譲渡しました。これは画期的なことだったかと思い

ます。こういったことが今後いくつかあるのではないかということで、探して

いるところです。そういう中で職員を減らしていけるのかどうかということで

す。ただ、肝心なことは市民サービスを低下させてはならないということです。

サービスを維持しながらどう節約していけるのか、人を減らすのか、仕事を減

らすのかということが課題であると思っております。今年は、その点の住民自

治をどのようにしていくのか、行政組織をどうしていくのか、非常に大きなテ

ーマがあります。後でお知らせがあると思いますが、住民自治のセミナーも開

催しますので、皆さんと一緒に勉強をしながら、どうあるべきなのかを探って

いく時期ではないかなと思っております。この地域審議会においてもその点の

ご意見をお聞かせ願えればなと思っているところです。 

（会 長） 

 公民館主事の話が出ましたが、温泉センターの話もそうですけども、今の若

い人たちが公民館に足を運ぶのだろうかと。我々の年代は温泉センターを知っ

ていますが、今の若い人は温泉センターを知らないのです。利用していないの

です。公民館を利用するのは選挙の時だけではないでしょうか。利用している

層と利用していない層の両方の意見を聞かないと。我々は、出先機関を小学校

の空き教室に置くべきだという意見を持っています。そうしますと、小学校の

周りを巡回していただけるのでおかしな人は来ないのではないかというのが、

商売的な持論なのです。出先機関にいたら出先機関の周りしか見ないではない

ですか。小学校の空き教室を利用したらすべて見えるではないですか、学校の

始まりから、その点から見るのが民間の行政改革なのですよ。いつもどこのト

ップも職員を減らすといいますが、減らされるわけがないのですよ。募集しな

いだけですよ。減らすのと、募集しないのは違います。 

その点が民間レベルの行革と市役所の行革が違うのです。民間は目的を達成

するためにはクビも切るし、労働時間を減らします。ところが、職員を減らし

ますといいますが、減らされるわけがない。仮に、酒気帯びだったら、民間人

は名前が出るが、公務員は公務員Ａとしか出ない。そういう聖域に人間を減ら

すということではなく、民間レベルの目的に合わせていかないと恐らく隔たり

が大きいと思います。だから、簡単に公務員を減らすということはできないと

思います。優秀な若い人が入りたくても門が狭くなってしまい、優秀な人材が

流れてしまう。その点の将来的な住民サービスというものは、やはり、年に何

人かは優秀な職員を入れる。その点が将来的な市民へのサービスになるという
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のが私の持論です。 

（委 員） 

 先ほどのご懸念で、公民館主事を引き上げるのではないかということですが、

役所は言ったことがありますか？ 

 どうやって、市民に伝わっていったのか、その点が説明責任が出てくるので

す。そして、先ほど会長からもあるように職員の民営化問題もそうである。で

きるだけ民営化して、職員は定年まで仕事をするということで、職員が減るこ

とはありません。その点の説明責任といいますか、フォローが足りないのかな

というふうに思っています。 

 先ほどの委員の職員引き上げについては、むしろ何処からお聞きになったの

かを聞きたいと思ったのです。 

（事務局） 

 我々が表に向って、職員を減らしますということは言いません。しかし、こ

こからどういうふうにしていくかというテーマで検討したことはございます。

市内部での検討ということで、決めたということは一切ございません。外に向

って言っていないのですけども、どこかで出ているのだと思います。正式なコ

メントは一切ない。ただ、研究をしているのは事実ですが、その点はご理解を

いただきたいと思います。 

（委 員） 

 検討はされているわけですが、正式に決まったわけではないので、もし、そ

うなったらどうなのだろうかということで質問をしたのです。 

（委 員） 

 公民館主事を 2～3 箇所担当させるようなことは確かあったと思いますね。 

（事務局） 

 そういったことを行政内部で協議しているということです。正式にそうしま

すというところまで至っていません。 

 特に秘密会議でもありませんが、内輪の会議で正式に決まっていないため、

逆に不安を仰いでしまっているのかもしれません。私どもも気をつけないとい

けないと思います。 

（委 員） 

 住民自治の趣旨というものは、民間でできることは民間でということでしょ

う。この前も協議しましたが、今はあまり意見が出てこないのです。執行部に

任せますということなのです。いつまでも引っ張っていてはできないと思いま

す。できるだけ早く、一つの方向性を示してもらいたいと思います。 

（会 長） 

 公民館主事はどういう仕事をしているのですか。 
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（副会長） 

 私は、地域婦人会という組織であり、各公民館を核として、地域活動をして

います。公民館がなくしては活動はできません。地域のそれぞれの課題が沢山

あるのです。例えば、企業との活動視点は違いますが、環境問題や子育て、防

災の問題であったり、健康問題であったり、そのような自分たちの周りの課題

に対して、どう解決していくか、まちづくりがスムーズに進み、地域で仲良く、

そして活性化すればいいということでやっていますが、公民館主事がいないと

女性の力だけでは無理があります。殆ど主事さんに協力をしてもらっています。

といいますのも社会教育ということで協力してもらっています。しかし、私た

ちも時代と共に、やはり、今まで行政に頼ってばかりではなくて、それぞれの

団体である程度、自律をする、意識改革を進めていかなければいけないのでは

ないかということで、先ほど、民間でできることは民間でということでありま

したけども、私もそう思いますし、今は各団体のそのような意識を持ってもら

う段階でございまして、こうだという答えはまだでませんが、自律を目指して、

今、啓発をしているところです。 

先ほど言われましたように、公民館主事さんが公民館から居なくなれば、組

織としてどのように運営していくか、という大きな課題となりますが、段階を

踏みながら協議を進めて行きたいと思っております。しかしながら、公民館は

核でございますので、その点はよろしくお願いします。 

企業の方も公民館祭りに参加しているところもあるようですので、参加して

いただければと思います。 

（会 長） 

 我々の年代が行かないというのは多いのではないか。 

（委 員） 

 これから先のまちづくりは、企業も団体も地域住民も学校も一体となって、

まちづくりを進めていかなければいけないと思います。 

（委 員） 

 公民館には公民館運営審議会があって、実施されるようになっています。そ

の他に社会教育審議会というものもあります。その社会教育審議会の中で公民

館での活動や地域での活性化について審議するようになっています。地域福祉

に関するものだけでなくて、地域に関することは、社会教育委員とか公民館運

営委員とかの尊厳に関わることでもあると思います。建物があるので公民館と

いうことだけでなく、建物がない公民館というものもあります。 

（委 員） 

 老人会では、毎週２～3回は公民館を使っています。これは、老人会の例会が

ありますので、単位クラブが毎回使っています。また、いきいきサロンが２０
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０超えており、この前、総合体育館で大会がありましたが、公民館で殆ど使っ

ており、無くなれば非常に困ることになります。 

（委 員） 

 本題に入るとすれば、八代市民は、満足度をどのくらい持っているのか。そ

の点はどうでしょうか。相対的に、この点については、９０％満足していると

か、この点は２０％しか満足していないとか、この点は１００％満足している

と、福祉とかハード面とかいろいろありますが、現在、八代市民としては、満

足度として、どのくらい満足しているか。会長はどうでしょうか、仕事は大変

であるとおっしゃったが。 

（会 長） 

 海外に行って感じますのは、日本のように恵まれているところはないと思い

ます。ただ、満足度はどうかということですが、私たちの頃は仕事をしない者

は飯を食べるなと言われていました。今はニートとかフリーターとか名前を付

けられている。あれが、完全に間違っている。昔は、そのような人はいなかっ

た。大学を出て、フリーターとか職業難民とか名前を付けられるからいけない。

最低、自分の握り飯分は仕事をしないといけない。報道は、「仕事をしなくても

よい、文句をいってもよい」ということばかりではないですか。満足度と言わ

れても、私たちから見た満足度と、仕事をしないでずっと家に居る人もいるわ

けですから、その点は市が詳しいのではないか。 

（事務局） 

 昨年度、総合計画を策定しました。策定する前段として、市民アンケート調

査を行いまして、いろんなテーマがあるのですが、満足されていますかとか、

八代市に住みたいですかとか、ありましたが、ほぼ、満足されているというこ

とでした。１００％ではありませんが、満足されている方のほうが多かったと

いうことです。数字までは持ってきていませんので判りませんが、そのような

結果は出ています。勿論、こういうことをしてほしいという課題がいっぱいあ

りましたが、このまま住み続けたいとかの意見が多くありました。 

（委 員） 

 そうすると現状と課題というものはなかったのですか。 

（会 長） 

 満足度が高ければ、人口も増えている。 

（委 員） 

 事務局から急に現状と課題はないかと言われても、なかなか出しにくいので

すが、八代市民として現状に満足しているから何もないのかというと、そうで

はないのです。常に悶々としている課題ばかりなのです。しかし、具体的に出

せと言われても、すぐには出せないのです。 



 13

（会 長） 

同友会でもアンケートを取っていますが、利益が上がったときに、社会貢献に

充てますかとか、公の施設に分配しますかとか、利益の何割かを当てますかと

か。あるいは、利益を上げたときにすべて自分でとりますかという欄もあるわ

けです。逆に 100 円でも 1 千円でもいいので、地域に還付しますかということ

を現在、取っています。面白い結果が出ると思います。企業人は企業人として

ただ、年上と話をする機会というものはあまりないのです。だからこういった

機会というものは貴重であり、先ほどの公民館については全く知らなかったの

で。 

（委 員） 

 現状と課題を設定してもらうと、今の時期は行政の批判のような格好になる

のでいけないのです。行政への不満が課題ということ。だから口に出しきらな

いところもあるのです。 

（副会長） 

 地域の課題と現状ですので、清掃センターとかはできていないとか、中心市

街地が活性化してほしいとか、人が沢山来たら活性化するのではないかと思う

のですが、企業側がどのような動きをしているのか、その点はわかりませんが、

もう少し企業が来てほしいという思いは一市民としてあるのですが、その想い

は、こういう場で、地域審議会で協議できるのだろうかと。できれば、次回の

テーマはこれにしましょうというふうにした方が、私たちも地域に帰ってから

協議して、次回の会議にある程度、答えを持ってくることができると思うので

す。次回のテーマも判らないで、ただ、意見を出せといわれても、何かが欲し

いような気がします。 

（事務局） 

今回この場で、議題を考えていく中で、合併して間もなく 4 年という時期に

来ております。元々この地域審議会は地域の格差がないように、何とかを払拭

するために、意見を出し合う会であろうかと思います。ですから、この八代地

域が持つ役割と他の５つの地域感覚というものは、きっと違うというふうに思

います。ですから、八代地域はその辺が少しぼやけているのではないかなと。

ただ、10 年 8 ヶ月設置しますので、テーマがなくやっていくのはどうかと。や

はり、合併して 4 年が経ちましたということで、どうだったのかなと。それぞ

れの地域で、現状をもう一度見てみませんかということ。もし課題が残ってい

るのであれば、地域審議会の中でよく考えて、提言できるところは、提言しよ

うと。ただ、ごみの問題とか言われましたが、そういうのはそれぞれに審議会

があったりとか意見を述べるところがありますので、そのようなテーマは捉え

られないのかなと思います。どちらかというと、この八代地域は、他の 5 地域
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と比べてどうなのかなとか、八代地域の中だけでも地域の見方というものを変

えてみるとか。その辺を皆さんで出していただいて、それについてうまく意見

がまとまればそれでいいのかなと思っております。 

（副会長） 

 もう 4 年近くなりますね。それぞれの地域が 4 年経ちました。それぞれの地

域が持ち寄って、全体でディスカッションしないと。やはり 10 年先は一体化し

ないといけないと思うのです。4 他の地域の方々とディスカッションして、統一

した話し合いというものも大事ではないかなと思います。 

（事務局） 

 この地域審議会のネックといいましょうか、この審議は合併前の市町村単位

での審議をするための会となっていますので、6地域が独立して単体に審議会が

あるということになります。たまたま今回は合同会議ということで行っていま

すが、本来であれば、それぞれの地域で開催することになります。ですので、

他の地域とデスカッションすることも課題なのかと思いますが・・・。 

（副会長） 

 だから、見えない部分があるのです。八代地域であれば見えますが、合併し

た他の地域のことは全く見えないのです。その点をどうにかしてもらいたい。 

（会 長） 

 旧八代地域は面積も広いので課題も見つけるのも難しいですよ。旧町村であ

れば、一つの地域であるため、はっきりできる。「合併前はこうであった」、「合

併後はこうなった」ということが。 

 1 年に１，２回ぐらい正副会長会議をして、私の地域はこうだったとか、こう

いうことがあったとかを聞けば、他の地域のことはおおよそ判ります。 

 しかし、旧八代地域のことだけを出せといわれても、かなり難しいですよ。 

（委 員） 

 八代地域だけで考えるというが、対象もないので、意見も出しにくいのです。 

（委 員） 

 八代地域審議会があるように、八代市地域審議会というのもあるのでしょう。

各地域審議会の代表者が集まった会議というものが。それでうまくまとまって

いるのではないか。 

（事務局） 

 それは、正副会長会議ということになります。最初の頃に、地域のバラつき

があってはいけないということで、連絡調整をしようということで、正副会長

さん方に集まっていただく会議を設置した。 

（委 員） 

 全くしていないということはないのでしょう。 
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（事務局） 

 第 2 期目は、全く行っておりません。 

設置当初は、会議の運営事態バラつきがあったものですから、その辺の調整

をしましょうということ、それと、意見の統一を図って諮問するという事案が

ありましたので設置した経緯があります。 

各地域で協議する審議会であり、正副会長会議も先ほどのような課題等に対

応するために設置しており、持ち寄って話をしましょうというテーマはありま

せんでした。 

（会 長） 

先ほどの公民館の問題やＰＴＡの問題とかを絞っていいのであれば出てくる

と思います。例えばＰＴＡであれば給食費を払わない人が多いとか、現実にそ

ういったことは聞いていますが本当かどうかは判らない。ＰＴＡでもそのよう

な話し合いがなされているのかどうか、いろんな問題点を絞ってみれば意見は

出てくると思います。しかし、これは我々のセクションで協議するべきことで

あるとか、本来はここで協議すべきこととかいろいろな問題も出てくると思う

ので、なかなかテーマを絞って話をするということは難しいのです。どこまで

部外者が突っ込んでいいのかという問題もあります。ＰＴＡでもいろんな問題

もあるかと思いますが、最近では何か問題があったら、「子どものお迎えをお願

いします」という連絡が入りますね。この前、八代市で発砲事件がありました

よね。その時にも子どもさんの下校時刻は何時何分ですとか。両親共働きのと

ころはどうしようもないですね。かといって、他所の子を連れて帰ることもで

きないですよね。最近は本当に難しい世の中になったと思います。 

（委 員） 

 そういうことは、教育委員会で判断をされています。ＰＴＡでは動いたりし

ません。 

（委 員） 

 テーマとして、前回までは住民自治について話をしたことがありますが、本

来ならば、今、住民自治を課題として出す方がいいかと思いますが、これにつ

いては、別途、住民自治推進団体連絡会議を設置してうまく回転するようにな

っています。それと、清掃センターのごみ問題については、ごみ問題対策検討

委員会が設置され検討している段階です。それでは、あと何があるのかという

ことですが、地域審議会ですので、目先の協議はするべきではないと思ってい

ます。 

（委 員） 

 もう住民自治推進団体連絡会議というものは設置されているのですか。 

（委 員） 
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 はい。7月 30 日に第 5 回目の会議を開きます。今度は、ヒト・モノ・カネに

ついて検討をいたします。今までは組織づくりを協議していただいて、大体

の・・・。 

（委 員） 

 先ほど、協議内容を聞きたかったから質問したということです。 

（事務局） 

 それでは、時間も限られていますので短く説明しますと、平成 19年住民自治

によるまちづくり基本指針を市の方で作成しました。その策定については、地

域審議会から提言をいただいて、それを受けて、行政で基本指針を策定したと

いうことです。基本指針ができましたので、今度は、計画に沿って、行動に取

り掛かるという流れになるのですが、昨年の 6 月に行動計画の素案を作りまし

た。しかし、現実的なやり方として住民自治ですので、各校区、各種団体の皆

さん 

方の意見を盛り込んだ行動計画でなければ、実働に入るときに、全く聞いてい

ませんでしたということになると困るし、市長の指示もありましたので、各校

区長さんと 13 の団体の長の皆さんを入れた 33 の団体の長の方を入れた住民自

治推進団体連絡会議を設置しまして、先ずは行動計画の素案を説明しまして、

その後、約 4 ヶ月をかけて全校区と団体と意見交換会を開催し、市ではこうい

うことを考えているというお知らせと、意見をお聞きしました。現在は、第 4

回の会議をやり、細かくテーマを絞りまして、先ず、組織づくりはどうしたら

いいかということ、それから活動の支援、ヒト・モノ・カネというものが付い

てきますが、それをどうするかということを提案して、それを各校区に持ち帰

って検討していただき、それを次回の会議に持ち寄って確認をするという作業

を現在行っているところです。それを秋口ぐらいまでに取りまとめを行いまし

て、私たち行政に提案をしていただく。そして、今度はその提案を受けて、行

政として行動計画を作りまして、その際は当然、この地域審議会にご意見をお

伺いします。またホームページや市報等で啓発を行いパブリックコメント、い

わゆる市民にも広く意見を求めまして、最終的に市の方針として決定して策定

をするという作業を行っております。ですから、次回、その次ぐらいには、意

見を取りまとめた内容をお知らせするということも予定していますので、その

際はよろしくお願いしたいと思います。 

（会 長） 

 時間も押しているようです。沢山の意見をありがとうございました。他にな

いようでしたら、次回の開催日、その他ありませんでしょうか。 

（事務局） 

 先ほど、ありましたように非常にテーマを絞りにくいということと、急にと
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いうこともありますので、よろしければ、時間を置いて、皆さん方にペーパー

を差し上げまして、例えばどういったことが問題であるとかを返していただけ

ればと思います。ということで、それを受けて、次の会議にはこういったこと

がありましたが、どうでしょうかということで開催させていただければと思い

ます。近いうちにアンケートという形で差し上げますので、その際はよろしく

お願いします。 

 

 次回の開催予定ですが、8月には選挙や 9月には定例議会もございます。事務

局の案としましては、9月の下旬ぐらいを計画しております。また、年間の会議

についてですが、今回を含めて年 4 回を予定しているところです。以上です。 

（委 員） 

 いつだろうか。 

（事務局） 

 9月の下旬以降ということです。 

（会 長） 

 はい。それでは、次回は 9 月下旬以降ということです。問題点の方も後で送

付されるということです。 

 第 12 回の八代地域審議会を終了したいと思います。長時間ありがとうござい

ました。 


